
新型コロナウイルス感染症予防に対する当院の主な取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では、新型コロナウイルス感染症予防のため、ご入院されておられる患者さんが安心してリハビリを受けて頂ける

よう様々な取組みを行っております。入院中の患者さんを感染から守るための病院スタッフが実施している主な取組みを

ご紹介します。 

①面会制限の実施につきまして 

緊急事態宣言解除に伴い、面会制限を一部緩和いたしましたが、感染拡大傾向により 7 月 21 日より制限を強化いたしまし

た。（面会はご家族 1 名のみで 15 分以内、時間は、10時～１２時、１５時～１７時）。 

面会に来られたご家族等来院者につきまして、引き続き１階受付（休日は守衛室）にて受付後検温と受付カードを記入し、面

会許可証をお渡しして病棟に上がっていただいております。また、ご面会の際は必ず、マスクの着用をお願いしています。 

②設備の消毒、換気、衛生面につきまして 

・患者さんが使用する物品やベッドは使用前、また、１日の終わりに全てのベッ

ドや物品や検査台等除菌シート等で拭くようにしています。また、エレベータ

ーの押しボタン、ドアやゲートのノブ等も拭き取りを行っています。 

・病棟、リハビリ室、総合支援相談室、事務所等も扉を開けて換気を行い、風  

が通るようにしています。 

・総合受付窓口や売店等において、ビニールシールドを設置し、会計や接客の 

際の飛沫防止をしています。 

・患者さんの食堂でのお食事の際には、席の間隔を空け、患者さん同士が対面

にならないように席の配置を変えています。 

・外来リハビリにおきまして、外来の患者さん専用の部屋を設けています。 

 また、入院と外来患者さんを赤、青、黄色などのテープで院内のゾーニング 

 （区域の分別）を実施しています。 

・3 基あるエレベーターは、各フロア（2,3,4 階）ごとに分けて、他のフロ  

アの患者さんとの接触をできるだけ少なくしています。 

③当院で勤務する職員につきまして 

・熱がある場合や、その他体調が優れない場合は、軽微な症状でも無理をせず   

出勤いたしません。 

・患者さんごとに、また機器、機材等に触れた後、手洗いは必ず行い、うがい

も行うようにしています。また、トイレの後、食事の前等は必ず手指衛生を

します。 

・マスクを必ず着用し、食事は間隔を空け、向かい合わせ、斜めの配置は避け、会

話は控えています。 

・仕事での引継等は、短時間で適切な距離を保ち行うようにしています。また、勤

務終了後も、集団行動は控えるようにしています。 

④現状につきまして 

 7/15 現在、ご入院されている患者さんや職員の発症例はございません。 
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しっかり手洗い 窓を開けて換気 

除菌シートで隅々まで拭き取り 

窓口もビニールシールドで飛沫対策 


